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本
年
九
月
二
〇
日
か
ら
一
〇
月
四
日
に
か
け
て
、
南
ア
フ
リ
カ
の

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
お
い
て
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
（
通
称
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
）」
第

一
七
回
締
約
国
会
議
が
開
か
れ
た
。
締
約
国
、
国
連
機
関
、
国
際
・

国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
参
加
者
が
合
計
三
五
〇
〇
人
を
超
え
る
大

規
模
な
会
議
で
、
私
は
環
境
省
の
顧
問
と
し
て
出
席
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
は
、
国
際
取
引
が
多
く
の
野
生
動
植
物
の
減

少
や
絶
滅
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

一
九
七
三
年
に
条
文
が
採
択
さ
れ
、
一
〇
ヵ
国
の
批
准
を
得
て
七
五

年
に
発
効
し
た
、
現
在
一
八
三
ヵ
国
が
加
盟
し
て
い
る
大
き
な
国
際

条
約
で
あ
る
。
こ
の
条
約
は
、
条
文
の
ほ
か
に
規
制
対
象
と
な
る
野

生
動
植
物
種
の
リ
ス
ト
（
附
属
書
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
附
属

象
牙
の
国
際
取
引
問
題

―
―
保
全
へ
の
影
響
を
再
考
す
る

東
京
女
子
大
学
教
授

石
井
信
夫

い
し
い　

の
ぶ
お　

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
八
〇

年
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。農
学
博
士
。（
財
）自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
共
著
に
『
森
林
に
お

け
る
野
生
生
物
の
保
護
管
理
』
な
ど
。

中国・許昌市で取り締まり
を受ける、象牙とその製品

（Imaginechina/ アフロ）

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
生
物
を
保
護
す
る
た
め
に
、

国
際
的
な
商
取
引
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
間
々
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
取
引
禁
止
が
か
え
っ
て
種
の
絶
滅
を

促
し
か
ね
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約
国
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

野
生
生
物
保
全
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
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書
Ⅰ
に
は
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
商
業
目
的
の
国
際
取
引
が
禁

止
さ
れ
る
種
が
、
附
属
書
Ⅱ
に
は
取
引
を
規
制
し
な
い
と
絶
滅
の
お

そ
れ
が
生
じ
る
た
め
取
引
が
許
可
制
の
種
が
、
附
属
文
書
Ⅲ
に
は
、

あ
る
締
約
国
が
自
国
内
で
保
護
し
て
い
て
、
そ
の
種
を
輸
出
す
る
他

国
に
原
産
地
証
明
書
発
給
な
ど
の
協
力
を
求
め
る
種
が
、
そ
れ
ぞ
れ

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
よ
う
に
、

一
つ
の
種
が
生
息
国
に
よ
っ
て
Ⅰ
と
Ⅱ
に
分
か
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
附
属
書
Ⅰ
・
Ⅱ
の
改
定
に
は
締
約
国
会
議
（
以
下
、

会
議
）
で
の
提
案
採
択
が
必
要
で
あ
る
が
、
附
属
書
Ⅲ
に
は
締
約
国

が
独
自
に
対
象
種
を
掲
載
で
き
る
。

商
取
引
を
認
め
る
こ
と
が
、
保
全
上
有
効
な
こ
と
も

　

野
生
動
植
物
の
商
取
引
は
禁
止
（
附
属
書
Ⅰ
掲
載
）
し
た
ほ
う
が

許
可
制
（
附
属
書
Ⅱ
掲
載
）
よ
り
も
保
全
上
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
条
約
を
運
用
す
る
な
か
で
、
商
取
引
を
一
定
程
度

認
め
る
こ
と
が
禁
止
よ
り
も
保
全
上
有
効
な
場
合
の
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
多
く
の
野
生
動
植
物
の
存
続
を
脅
か
し
て

い
る
主
要
因
が
生
息
地
の
劣
化
・
消
失
で
あ
り
、
経
済
的
余
裕
の
な

い
発
展
途
上
国
で
は
特
に
、
あ
る
生
物
が
取
引
禁
止
に
よ
っ
て
合
法

的
経
済
価
値
を
失
え
ば
、
そ
の
生
息
地
が
農
耕
地
や
放
牧
地
な
ど
他

の
土
地
利
用
に
転
換
さ
れ
た
り
、
ゾ
ウ
や
ワ
ニ
の
よ
う
に
人
間
に

と
っ
て
有
害
性
を
も
つ
も
の
で
あ
れ
ば
駆
逐
さ
れ
た
り
す
る
か
ら
で

あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
実
例
と
し
て
、
適
正
な
管
理
の
も
と
に
商
取

引
を
認
め
て
収
益
を
活
用
し
た
結
果
、
保
全
に
対
す
る
地
域
社
会
の

支
持
・
協
力
が
得
ら
れ
、
個
体
数
が
増
加
、
生
息
域
が
拡
大
し
て
絶

滅
危
惧
状
態
を
脱
し
た
ワ
ニ
類
や
ビ
ク
ー
ニ
ャ
（
南
米
産
ラ
ク
ダ
類

の
一
種
）が
あ
る
。
一
方
、条
約
の
制
定
か
ら
四
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
合
法
取
引
を
完
全
禁
止
し
て
も
需
要
が
な
く
な
ら
ず
に
密
猟
・
違

法
取
引
が
続
き
、
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
典
型
的
な
例
と
し

て
サ
イ
類
、
ト
ラ
な
ど
が
あ
る
。

　

第
八
回
会
議
（
一
九
九
二
年
）
で
採
択
さ
れ
た
決
議
「
野
生
生
物

取
引
の
利
益
の
認
識
」（
第
一
三
回
会
議
で
改
訂
）
に
は
「
条
約
締

約
国
会
議
は
、（
略
）
当
該
種
の
存
続
に
有
害
で
な
い
レ
ベ
ル
で
行

わ
れ
る
な
ら
ば
、
商
業
取
引
は
、
種
と
生
態
系
の
保
全
、
及
び
地
域

住
民
の
発
展
に
と
っ
て
有
益
と
な
り
う
る
こ
と
を
（
略
）
認
識
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
決
議
を
提
案
し
た
の
は
南
部
ア
フ
リ
カ

四
ヵ
国
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
が
考
慮
さ
れ

ず
に
一
つ
前
の
第
七
回
会
議
（
八
九
年
）
で
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
附
属

書
Ⅰ
掲
載
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

象
牙
は
国
際
取
引
の
全
面
禁
止
状
態
が
継
続

　

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
、
第
一
回
会
議
（
七
六
年
）
で
附
属
書
Ⅱ
に
掲
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載
さ
れ
、
輸

出
は
許
可
制

で
あ
っ
た
も

の
の
、
象
牙

の
国
際
取
引

が
ほ
ぼ
無
制

限
に
行
わ

れ
、
密
猟
や

違
法
取
引
も

横
行
し
て
い

た
。
そ
の
た

め
第
五
回
会

議（
八
五
年
）

で
、
原
産
国

が
予
め
翌
年

の
輸
出
量
を

設
定
す
る
輸

出
枠
制
度
が

導
入
さ
れ

た
。
ま
た
当

時
、
世
界
最

大
の
未
加
工
象
牙
輸
入
国
で
あ
っ
た
日
本
で
は
、
違
法
な
起
原
の
象

牙
が
合
法
的
に
輸
入
さ
れ
う
る
法
的
な
不
備
が
あ
っ
た
（
条
約
が
定

め
た
正
式
な
輸
出
許
可
書
が
な
く
て
も
原
産
地
証
明
書
な
ど
が
あ
れ

ば
輸
入
で
き
た
）
こ
と
か
ら
、
同
じ
八
五
年
に
輸
入
貿
易
管
理
令
が

改
正
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
措
置
に
よ
っ
て
象
牙
の
国
際
取
引
は
、
そ

の
量
が
激
減
し
、
条
約
の
管
理
下
に
置
か
れ
始
め
た
。

　

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
密
猟
の
た
め
個
体
数
が
一
二
〇
万
頭

か
ら
六
〇
万
頭
に
半
減
し
た
と
す
る
調
査
報
告
（
現
在
で
は
不
正
確

と
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
象
牙
の
国
際
取
引
を
全
面
禁
止
す
べ
き
と
い

う
声
が
主
に
欧
米
諸
国
で
高
ま
り
、
第
七
回
会
議
（
八
九
年
）
で
種

全
体
が
附
属
書
Ⅰ
に
移
行
さ
れ
た
。
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
こ
の
移

行
に
強
く
反
対
し
た
が
、
そ
れ
は
自
国
個
体
群
に
絶
滅
の
お
そ
れ
が

な
く
、
ま
た
、
象
牙
取
引
の
収
益
を
野
生
生
物
保
全
に
充
て
て
お
り
、

象
牙
取
引
が
禁
止
さ
れ
る
と
重
要
な
収
入
源
を
失
う
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
第
一
〇
回
会
議
（
九
七
年
）
で
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ナ
ミ
ビ

ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
、
第
一
一
回
会
議
（
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
南
ア

フ
リ
カ
の
個
体
群
が
附
属
書
Ⅰ
か
ら
附
属
書
Ⅱ
に
戻
さ
れ
た
。
し
か

し
象
牙
の
合
法
取
引
は
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
九
年
の
二
回
、
政

府
所
有
の
登
録
象
牙
に
限
る
、
収
益
は
ゾ
ウ
の
保
全
と
地
域
社
会
の

た
め
だ
け
に
使
用
す
る
、
輸
出
相
手
は
象
牙
の
国
内
取
引
管
理
制
度

が
整
っ
て
い
る
国
に
限
定
す
る
な
ど
の
厳
し
い
条
件
の
も
と
に
、
一

 

絶滅のおそれのある種で取引
による影響を受けているか又
は受けるおそれのあるもの

現在は必ずしも絶滅のおそれ
はないが、取引を規制しなけ
れば絶滅のおそれのあるもの

締約国が自国内での保護のた
め、他の締約国・地域の協力を
必要とするもの

掲
載
基
準 

規
制
内
容

（経済産業省ウェブサイト掲載資料を基に筆者一部修正）

対
象
種
（
例
）

・ 商業目的の取引は可能
・輸出国政府の発行する輸出
　許可書又は原産地証明書等
　が必要

 

附属書Ⅰ

■ワシントン条約附属書

  附属書Ⅱ 附属書Ⅲ

・学術研究を目的とした取引は
　可能
・輸出国・輸入国双方の許可書
　が必要

・ 商業目的の取引は可能
・ 輸出国政府の発行する輸出許
　可書が必要

スローロリス、ゴリラ、ツキ
ノワグマ、トラ、アジアゾウ、
ハヤブサ、ウミガメ類、アジ
アアロワナ、木香など

ニホンザル、ヒグマ、ライオン、
ワシタカ類、オウム類、アミ
メニシキヘビ、サンゴ類、ウ
チワサボテン、ソテツなど

セイウチ（カナダ）、ワニガメ
（米国）、タイリクイタチ（イ
ンド）、宝石サンゴ類（中国）
など
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回
目
は
日
本
、
二
回
目
は
日
本
と
中
国
に
対
す
る
試
験
的
輸
出
が
例

外
的
に
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
、
象
牙
の
国
際
取
引
の
全
面
禁
止
状
態

が
続
い
て
い
る
。

　

第
一
〇
回
会
議
で
は
、
試
験
的
合
法
取
引
の
承
認
と
と
も
に
、
そ

の
影
響
を
調
べ
る
た
め
に
ゾ
ウ
密
猟
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
）

と
象
牙
取
引
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
と
い
う
二
つ
の
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
会
議
に
提
出
さ
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
最

新
報
告
に
よ
れ
ば
、密
猟
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
増
加
、一
一
年
に
ピ
ー

ク
に
達
し
、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
高
い
レ
ベ
ル
で
推
移

し
て
い
る
。
ま
た
密
猟
レ
ベ
ル
は
、
貧
困
、
統
治
状
況
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
象
牙
需
要
と
強
い
相
関
が
あ
る
一
方
、
合
法
取
引
の
承
認
な

ど
条
約
上
の
決
定
と
の
関
連
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の

報
告
に
よ
れ
ば
、違
法
取
引
は
〇
七
年
か
ら
増
加
し
、一
二
年
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
こ
ち
ら
も

高
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
違
法
取
引
は
大
規
模
・
組

織
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
積
出
地
、
経
由
地
、
最
終
消
費
地
と

し
て
ア
フ
リ
カ
五
ヵ
国
、
ア
ジ
ア
五
ヵ
国
・
地
域
（
日
本
は
含
ま
れ

て
い
な
い
）
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
会
議
に
は
、
す
べ
て
の
国
の
国
内
合
法
市
場
の
閉
鎖
を
勧

告
す
る
決
議
案
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、「
密
猟
や
違
法
取
引
に
寄
与

し
て
い
る
国
内
合
法
市
場
」
に
限
定
さ
れ
た
改
正
案
が
コ
ン
セ
ン
サ

ス
で
採
択
さ
れ
た
。
国
内
市
場
の
存
在
が
密
猟
や
そ
れ
に
由
来
す
る

象
牙
の
流
入
と
い
っ
た
違
法
行
為
を
招
い
て
い
る
証
拠
が
な
い
日
本

の
市
場
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
閉
鎖
対
象
で
は
な
い
と
解
釈
で
き
る
。

　

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
に
関
す
る
附
属
書
改
正
提
案
と
し
て
は
、
今
回
の

会
議
に
三
つ
が
出
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
は
取
引
を
無
条
件
で
認
め
て

ヨハネスブルグで開催された第17 回ワシントン条約締約国会議。3500 人超が参加す
る大規模な会議となった（新華社 / アフロ）
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ほ
し
い
と
い
う
ナ
ミ
ビ
ア
と
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
提
案
、
も
う
一
つ
は
現

在
附
属
書
Ⅱ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
ヵ
国
の
個
体
群
を
附
属
書
Ⅰ
に

掲
載
す
る
と
い
う
ア
フ
リ
カ
一
一
ヵ
国
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
提
案
で

あ
っ
た
。
取
引
条
件
を
な
く
す
提
案
は
「
政
府
所
有
の
登
録
象
牙
に

限
る
こ
と
、
収
益
は
保
全
と
地
域
社
会
の
発
展
に
用
い
る
こ
と
」
と

い
う
条
件
を
残
す
べ
き
と
す
る
日
本
の
意
見
を
容
れ
た
改
正
案
が
審

議
さ
れ
た
が
、
反
対
が
多
く
否
決
さ
れ
た
。
他
方
、
す
べ
て
の
個
体

群
を
附
属
書
Ⅰ
に
す
る
と
い
う
提
案
も
、
四
ヵ
国
の
個
体
群
に
絶
滅

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
科
学
的
根
拠
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
否
決

さ
れ
て
い
る
。

象
牙
の
合
法
的
取
引
は
有
効
な
保
全
策
に
な
り
う
る

　

会
議
中
に
公
表
さ
れ
た
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
ア
フ

リ
カ
ゾ
ウ
専
門
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
で
は
、
現
在
の
個
体
数
は

調
査
さ
れ
た
地
域
に
約
四
〇
万
頭
、
加
え
て
十
数
万
頭
の
推
測
が
あ

り
、
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
約
一
〇
万
頭
が
密
猟
の
た
め
に
減

少
し
た
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
ゾ
ウ
は
深
刻
な
農
作
物
食
害
な
ど

を
引
き
起
こ
す
た
め
共
存
が
難
し
い
。
象
牙
の
合
法
取
引
を
認
め
な

い
こ
と
が
、
ゾ
ウ
の
保
全
に
対
す
る
住
民
の
支
持
・
協
力
を
得
に
く

く
し
て
、
密
猟
・
違
法
取
引
の
激
化
を
招
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

私
は
、
現
状
の
象
牙
取
引
全
面
禁
止
が
も
た
ら
す
正
負
の
効
果
に
つ

い
て
真
摯
な
検
証
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
日
本
に
つ
い
て
は
、
大
量
の
違
法
象
牙
が
密
輸
さ
れ
て
流
通

し
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
で
の
密
猟
を
助
長
し
て
い
る
と
主
張
す
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
も
あ
る
。
し
か
し
上
述
の
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
報
告
に
も
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
は
な
く
、
合
法
取
引
が
違
法
行
為
の
原

因
で
あ
る
と
い
う
自
説
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
事
実
を
無
視
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。こ
う
し
た
主
張
の
背
景
に
は
、

保
全
上
の
効
果
に
か
か
わ
ら
ず
野
生
動
物
の
利
用
を
忌
避
す
る
考
え

方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
国
際
条
約
は
、
特
定
の
考
え
を
他
の
締

約
国
に
押
し
付
け
る
た
め
で
は
な
く
、
各
締
約
国
の
意
向
を
で
き
る

だ
け
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
保
全
に
有
効
な
対
策
は
、
国
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
個
人
的
に
は
、
適
正
な
管
理
が
で
き
る
原
産

国
と
消
費
国
の
間
で
の
象
牙
取
引
を
、
一
〇
年
に
一
度
と
い
っ
た
予

測
不
能
の
頻
度
で
な
く
、
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
実
施
し
、
そ
の
有

効
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
日
本
は
、
決
議

「
野
生
生
物
取
引
の
利
益
の
認
識
」
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、
今
後
と

も
違
法
な
象
牙
取
引
を
排
除
す
る
努
力
を
続
け
、
き
ち
ん
と
し
た
野

生
生
物
保
全
を
し
て
い
る
原
産
国
を
支
援
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●




